（障がい者）手帳について

「発達障がい」独自の手帳はありませんが、申請することができる手帳は以下の２種類があります。手帳が必要かどうか、またどちらの手帳を申請するのかも含め、お住まいの市町村福祉担当課か、現在あなたに関わっている支援者に相談してみましょう。





　◎（障がい者）手帳を取得すれば・・・（受けることのできる支援の一例）









すべての発達障がい者














　手帳未取得者　





療育手帳


取得者





精神保健福祉手帳


取得者





知的障がいのある方が様々な援助を受けやすくするために療育手帳が交付されています。障がいの程度は、知能の発達・社会性・日常生活動作などを年齢に応じて総合的に判定します。判定は、18歳未満の方はこども家庭相談センター、18歳以上の方は知的障害者更生相談所において行われます。また、判定は予約制になっておりますので、市町村障害福祉担当課へ連絡のうえ、予約してください。





精神保健福祉手帳の対象者は、一定の精神状態のために、日常生活や社会生活で制約を受けている方です。障がいの等級はその程度によって１級から３級まで区分されます。交付申請手続きは、所定の申請書に診断書（初診日から6ヶ月以上経過した時点のもの）を添えて、お住まいの市町村精神障害者福祉担当課へ提出してください。








公共交通機関（バスや鉄道）の割引や税金の減額などを受けることができる場合があります。詳しくは各市町村にお問い合わせください。



































障がい者雇用での就職という方法があります。詳しくは、６ページへ。


※手帳未取得者でも５ページのような就職活動の支援を受けることができます。





就職活動について





生活面について
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